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は少なかった。新技術の視点からは、「(1)通信ネッ

トワークとセンシング技術」「(6)  (1)～(5)を活用

した新たな応用技術」は多くの都市問題に対し両者

の回答が多かった。 

(2)地方公共団体と企業が考える新技術導入に当た

っての課題認識とその相違 

地方公共団体と企業が考える新技術導入に当たっ

ての課題を導入状況別に整理した結果を、それぞれ

表-2、表-3に示す。まず、地方公共団体の導入した

い新技術の回答数を導入状況別に見ると、「導入検

討中」では「不明」が多い。企業でも「導入検討中」

では課題として「都市問題との対応」の選択が多い

ことから、両者とも都市問題と新技術のマッチング

に苦慮している様子が窺われる。次に、地方公共団

体と企業の新技術導入の課題を全体的に比較すると、

両者ともコストに関する選択がどの新技術にも共通

して多く挙げられている。「(7)自動運転技術・ロボ

ット・新技術（輸送）」と「(8)ロボット・新技術（輸

送以外）」は、地方公共団体、企業ともに、コスト

面の他に「現行法規制」の選択も多く、社会実装の

ネックになっていることが窺われる。「(7)自動運転

技術・ロボット（輸送）」では，地方公共団体で「社

会受容性」も多く、自動運転技術を利用する市民の

理解や経験の成熟が期待される。 

 

４．地方公共団体がスマートシティ化の取り組みを

実施する上での主な課題 

今回のアンケート結果から、①「交通・モビリテ

ィ」等，地方公共団体の都市問題と企業の新技術の

マッチングが進んでいる分野がある一方、「健康・

医療」等、適用可能な新技術が不十分な分野、「分

析・予測技術」等、導入可能な都市問題が認識され

ていない分野等もあり、都市問題と新技術のマッチ

ングに関する情報共有が必要であること、②どの新

技術の導入においても最大の課題はコスト面（導入

コスト、運用コスト、収益構造）であり、コストに

見合った都市問題解決効果が得られることを計画段

階や進捗段階で定量的に予測・評価するための評価

手法の開発が求められること、等が明らかとなった。 

表-2 新技術導入の課題＜地方公共団体＞ 

 
 

表-3 新技術導入の課題＜企業＞ 

 

５．おわりに 

現在は、国のモデル事業での取り組みを参考に、

都市問題と新技術のマッチングに関する先行事例や、

その評価指標に関する情報を盛り込んだ技術資料の

作成に取り組んでいる。 

☞詳細情報はこちら 

都市問題の解決に向けた新技術導入（スマートシテ

ィ化）に関する研究 －都市問題を抱える地方公共団

体と新技術を保有する企業への意向調査－ 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcp

ij/56/3/56_1413/_pdf/-char/ja 
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導入済(159) 34 9 9 14 16 46 20 4 7 0
導入予定(146) 20 18 20 9 13 42 9 6 3 6
導入検討中(755) 112 54 74 30 31 212 100 20 10 112

導入済 3% 0% 0% 0% 19% 2% 5% 25% 0%

導入検討中 18% 12% 20% 22% 26% 26% 30% 23% 15% 33%

導入済 15% 22% 11% 7% 19% 20% 75% 25% 0% 0%
導入検討中 19% 17% 19% 28% 32% 27% 22% 16% 54% 2%
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導入済 0% 0% 0% 0% 6% 9% 0% 0% 14% 0%
導入検討中 5% 2% 12% 6% 0% 4% 12% 6% 0% 3%

導入済 0% 0% 0% 0% 0% 2% 5% 25% 0% 0%
導入検討中 1% 2% 1% 3% 3% 2% 12% 19% 0% 0%

導入済 9% 0% 0% 0% 6% 7% 5% 0% 0% 0%
導入検討中 5% 5% 1% 0% 0% 2% 2% 0% 0% 0%

導入済 0% 11% 22% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
導入検討中 3% 7% 5% 0% 0% 3% 1% 3% 0% 3%

導入済 0% 11% 22% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
導入検討中 10% 15% 9% 0% 12% 3% 4% 3% 0% 0%

導入済 6% 22% 0% 0% 6% 7% 0% 0% 0% 0%
導入検討中 3% 3% 2% 0% 3% 1% 4% 10% 8% 3%

導入済 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 14% 0%
導入検討中 0% 5% 1% 3% 0% 5% 3% 3% 0% 0%

導入済 12% 11% 0% 0% 19% 15% 0% 0% 43% 0%
導入検討中 8% 10% 20% 13% 6% 17% 4% 3% 15% 18%

導入済 56% 22% 44% 86% 25% 39% 10% 25% 29% 0%
導入検討中 24% 19% 9% 16% 15% 7% 4% 10% 0% 38%
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導入済(372) 88 27 61 36 38 89 15 14 4
導入予定(118) 26 12 15 12 9 32 5 4 3
導入検討中(321) 63 13 62 18 19 97 41 8 0

導入済 19% 26% 18% 25% 21% 24% 27% 7% 25%

導入検討中 4% 0% 6% 0% 0% 4% 11% 13% 0%

導入済 23% 30% 25% 25% 26% 23% 0% 0% 25%
導入検討中 5% 7% 22% 6% 5% 5% 16% 25% 0%

導入済 2% 4% 2% 3% 5% 4% 0% 7% 0%
導入検討中 5% 0% 0% 0% 0% 2% 5% 0% 0%

導入済 3% 0% 3% 0% 3% 3% 7% 0% 0%
導入検討中 1% 0% 3% 0% 0% 2% 5% 0% 0%

導入済 1% 4% 0% 3% 0% 2% 0% 29% 0%
導入検討中 4% 0% 0% 0% 0% 5% 15% 13% 0%

導入済 7% 4% 2% 0% 3% 3% 0% 0% 0%
導入検討中 4% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0%

導入済 2% 0% 2% 5% 5% 1% 0% 0% 0%
導入検討中 0% 0% 1% 11% 0% 0% 0% 13% 0%

導入済 1% 0% 2% 3% 5% 3% 7% 7% 0%
導入検討中 10% 29% 6% 6% 10% 10% 0% 0% 0%

導入済 3% 0% 7% 0% 8% 7% 13% 7% 0%
導入検討中 0% 7% 3% 0% 0% 4% 2% 0% 0%

導入済 12% 30% 21% 23% 21% 19% 27% 14% 0%
導入検討中 10% 29% 25% 22% 29% 35% 18% 0% 0%

導入済 5% 0% 8% 3% 0% 4% 7% 21% 50%
導入検討中 18% 14% 10% 28% 10% 12% 9% 0% 0%

導入済 21% 4% 11% 13% 3% 4% 13% 7% 0%
導入検討中 38% 14% 22% 28% 48% 21% 18% 38% 0%
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研究動向・成果 
 

労働環境改善のためのコンテナ遠隔  

荷役システムの導入実態に関する研究 
(研究期間：令和元年度～令和４年度) 

港湾研究部 港湾計画研究室 

上田 剛士 安部 智久 

（キーワード）  コンテナターミナル、遠隔操作RTG、労働環境改善、荷役 

１．はじめに 

近年、労働力人口の減少及び高齢化の進展による

将来の港湾労働者不足の深刻化が懸念されている。

この背景にはコンテナターミナルでの厳しい労働環

境（野外、高所でのクレーン作業等）がある。 

このため国土交通省では、コンテナターミナルに

おける労働環境の改善を図り、コンテナターミナル

の機能を維持・向上させることを目的として、遠隔

操作RTG及びその導入に必要となる施設の整備に対

する支援を行っている。当研究室では、これに関連

してRTGの遠隔自働化動向や導入効果に関する研究

を行っている。 

 

２．遠隔操作RTG導入の意義と期待される効果 

RTGとは、"Rubber Tired Gantry Crane"の略で、

コンテナ蔵置エリアにおいてトレーラー等にコンテ

ナの積み下ろし作業を行うクレーンを指す。蔵置さ

れたコンテナの山を跨ぐ門型の形状で、ゴムタイヤ

で舗装路面を走行する。現状では、クレーンの上部 

 

写真 遠隔操作RTGによる荷役作業イメージ 

 

にある運転席にオペレーター（運転員）が搭乗し、 

下方を向きながら操作するのが一般的であり、疲労

が生じやすい。遠隔操作RTGシステムでは、コンテナ

ターミナルの管理棟などから遠隔操作することがで

き、また一部の動作を自働運転にすることで、１人

のオペレーターが複数台を同時に操作することが可

能になる。また操作室が屋内になることで、オペレ

ーターの労働環境がより快適かつ安全になる。 

 

３．遠隔荷役システム導入手法と効果に関する検証 

遠隔操作RTGシステムの導入にあたっては、いくつ

か考慮すべき事項がある。RTGを遠隔自働化する一方、

これとコンテナを受け渡しするトラックは依然とし

て人力での運転となるため、コンテナを受け渡しす

る作業における安全対策が重要となる。また遠隔で

の操作のため荷役作業時の視認性が低下し、コンテ

ナ１個当たりの荷役時間が従来よりもやや長期化す

る場合がある。以上により、ターミナルの運営方法

やレイアウト等を一部見直す場合も出てくる。 

当研究室では、遠隔RTGシステム導入事例について

の収集と分析、数値シミュレーションによる遠隔操

作RTG導入効果の検証手法の検討等を行っている。 

 

４．今後の展望 

既に遠隔操作RTGの導入を進めている港湾はある

が、他港においても必要に応じ円滑に導入ができる

よう、実態分析をおこなうことにより、労働環境改

善、労働力不足問題の解決に貢献することを目指す。 

主任研究官 室長 
(博士(工学)) 
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